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2. 第72回定時株主総会を開催いたしました
平成23年6月29日、東京都品川区のホテルラフォーレ東京「松月」において、
第72回定時株主総会を開催いたしました。猛暑にも関わらず、多くの株主様
にご来場頂きました。
平成22年度の報告とともに、東日本大震災による被害状況についてもご説明
いたしました。株主様からのご質問に対しては社長が真摯に対応し、無事終了
いたしました。

1. 国産牛肉の自社検査体制を整えます
既に、有毒細菌、残留有害物質等の検査を実施し、安全確認を行って来まし
た。この度、放射線セシウムに汚染された稲わらを給与された牛が流通し問題
になっておりますが、当社では安全・安心なお肉を供給するため全工場が全頭
検査を実施しております。

3. 青木食品 新工場が完成しました
グループ会社の1つ、製麺工場である青木食品の新工場が福島県本宮市に完成
しました。新工場は、機械化を進め生産能力を高めており、月産550万食か
ら約700万食と2割強の増産が可能となります。
　所　在　地：福島県本宮市荒井
　敷地面積：27,136.32㎡（8,208.73坪）
　　　　　　6,200㎡（工場延べ床面積） 
　主な製品：各種そば・うどん 

青木食品新工場
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濡れている場合は、よく乾かしてからゆっくりとめくってください。 開く

ご意見送り先
〒108-0075　 東京都港区港南一丁目6番41号
スターゼン株式会社　広報IR室宛

株主通信へのご意見・その他のご要望

当社ホームページでは、決算などの各種IR情報をリアルタイムでお知らせしております。 

ホームページ
http://www.starzen.co.jp
「お問い合わせ」ページからお送りください。

スターゼン☆ニュース
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　株主の皆様には、日頃から当社の経営につきましてご支援を賜り厚く御
礼申し上げます。今年度第1四半期連結決算をご報告いたします。当四半
期は、東日本大震災の影響が顕在化し牛肉、豚肉、鶏肉全ての畜肉生産
と消費が大きな打撃をうけました。
　このような状況の中、当社は精一杯の販売拡大努力を行った結果、
売上高は前年同四半期実績を維持しましたが、営業利益は減少いたし
ました。
　以上の結果、当第1四半期の連結売上高は、634億69百万円（前年
同四半期比6百万円増）、営業利益は4億53百万円（前年同四半期比
2.2%減）、経常利益は7億62百万円（前年同四半期比1.1%増）とな
り、四半期純利益は、3億91百万円（前年同四半期比16.1%減）となり
ました。
　今後は、流通コストの削減と消費者ニーズに合致する商品開発を行っ
て多くの方からご支援をいただけるよう全社員が努力してまいります。
　今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

株主の皆様へ

634億69百万円  
（前年同四半期比   6百万円増）

4億53百万円  
（前年同四半期比     2.2％減）

7億62百万円  
（前年同四半期比     1.1％増）

3億91百万円  
（前年同四半期比   16.1％減）

2,650億円  
（前期実績比     0.8％増）

30億円  
（前期実績比     2.1％増）

32億円  
（前期実績比     4.8％減）

15億円  
（前期実績比     9.7％減）

通期連結業績の見通し四半期決算ハイライト

製品多様化の効果もあり、ハム・ソーセー
ジ部門の売上高は24億36百万円（前年
同四半期比9.9％増）となりました。

景気の先行き不透明感により一層の低
価格志向が強まりましたが、ハンバーグ
を始め幅広い品目の販売に努めました。
昨年の食品加工企業の買収効果もあ
り、加工食品部門の売上高は69億56
百万円（前年同四半期比9.1％増）と
なりました。

加工食品（売上高69億56百万円）
ハム・ソーセージ（売上高24億36百万円）

食肉（売上高526億53百万円）

当社は東京電力、東北電力管
内だけでなく、全国でグループ
をあげて15％削減に努めてい
ます。
またスターゼンミートプロセッ
サー㈱三沢工場、ローマイヤ
本社工場では自家発電装置を
設置しました。

その他

取扱い商品別
売上高構成比

（平成23年4月1日～平成23年6月30日）

売上高 

営業利益  

経常利益

四半期純利益

売上高 

営業利益  

経常利益

当期純利益

節電、自家発電を実施しています

代表取締役社長

国産牛肉は、和牛肉を中心に販売は厳しい状況
でした。輸入牛肉と輸入豚肉の取扱量と売上高
は前年同四半期並みとなり、輸入鶏肉は国産品
の不足を補うために輸入量が増加し、取扱量と
売上高は前年同四半期を上回りました。
これらの結果、食肉部門の売上高は526億53

百万円（前年同四半
期比1.2％減）となり
ました。

ごあいさつ 取扱い商品別業績概況

詳
し
く
は
、
ハ
ガ
キ
を
開
い
て
内
側
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

010_0334001662308.indd   2 2011/08/12   17:03:14


